
◆ 12月の税務と労務
国　税／給与所得者の年末調整

今年最後の給与を支払う時
国　税／給与所得者の扶養控除等（異動）申告書

及び保険料控除申告書の提出
今年最後の給与を支払う前日

国　税／11月分源泉所得税の納付 12月12日
国　税／10月決算法人の確定申告

（法人税・消費税等） 1月4日
国　税／4月決算法人の中間申告 1月4日
国　税／1月、4月、7月決算法人の消費税の中間申告

（年3回の場合） 1月4日

地方税／固定資産税・都市計画税（第3期分）の納付
市町村の条例で定める日

労　務／健康保険・厚生年金保険被保険者賞与支
払届 支払後5日以内
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中小企業倒産防止共済制度は、中小企業の連鎖倒産を防
止するため、取引先が倒産した場合に、積み立てた掛金総額の10倍を限度に、無利子・
無担保・無保証人で共済契約者に貸し付ける制度です。本年10月１日から貸付限度額が
8,000万円に、掛金総額が800万円に、掛金月額が20万円にそれぞれ引き上げられています。
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地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
な
ど
社

会
貢
献
活
動
を
行
い
成
功
を
お
さ
め

て
い
る
事
業
者
が
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
貢
献

す
る
こ
と
で
成
功
し
て
い
る
美
容
院

と
電
器
店
の
事
例
に
つ
い
て
、
関
東

経
済
産
業
局
の
調
査
（
平
成
二
十
三

年
三
月
）
を
参
考
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

埼
玉
県
狭
山
市
に
本
社
の
あ
る
美

容
室
Ｍ
。
同
社
の
営
業
範
囲
は
、
エ

ス
テ
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
等
の
サ
ロ
ン
、

フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
、
介
護
美
容
な
ど

美
容
関
連
全
般
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

同
社
の
特
徴
は
、
地
域
の
顧
客
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
美
容
師
の
質
と
営
業

ス
タ
イ
ル
に
あ
り
ま
す
。

同
社
で
は
、
顧
客
の
満
足
度
を
追

求
す
る
た
め
、
美
容
師
の
高
い
技

術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

顧
客
情
報
の
一
元
管
理
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
各
店
舗
の
顧
客
の
入

店
状
況
が
掴
め
、
店
舗
ご
と
に
最
適

な
美
容
師
の
配
置
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

○

戦
略
的
な
人
づ
く
り
と
組
織
風

土
づ
く
り
が
経
営
力
の
源
泉

美
容
師
は
、
職
人
気
質
が
強
く
一

人
一
人
の
経
営
感
覚
は
薄
い
た
め
、

現
役
で
活
躍
す
る
年
齢
は
短
い
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
理
由
か
ら
、

社
長
は
同
社
が
追
求
す
る
の
は
「
社

員
一
人
一
人
が
長
く
働
け
る
環
境
づ

く
り
が
大
切
で
あ
り
、
社
員
が
会
社

を
意
識
し
共
有
し
て
い
け
る
よ
う
な

組
織
が
大
切
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
の
取
組
み
と
し
て
人
づ

く
り
の
三
か
年
計
画
を
提
案
。
ま
ず

一
年
目
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
二
年
目
は

ビ
ル
ド
、
三
年
目
は
ス
タ
ビ
ラ
イ
ズ

（
定
着
）
と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。

「
会
社
の
存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
社
員
が

長
く
働
け
る
」「
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
高
ま
る
」「
社
員
の
技
術
と
ス

キ
ル
が
活
き
る
」。
こ
う
し
た
社
員
共

通
の
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
が

目
的
で
す
。

三
か
年
計
画
で
は
、
社
員
一
人
一

人
に
対
し
て
、「
店
舗
を
拡
大
し
地
域

で
一
番
に
な
る
た
め
に
は
何
が
必
要

か
」
に
つ
い
て
自
ら
を
み
つ
め
る
機

会
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
顧
客
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
に
同
社
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
顧
客
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
当
時
の
サ

ー
ビ
ス
価
格
の
五
〇
％
が
顧
客
の
相

場
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
を
機
に
「
残
り
の
五
〇
％
の

付
加
価
値
を
ど
う
や
っ
て
顧
客
に
提

供
し
て
い
く
か
」「
社
員
一
人
一
人
が

ど
う
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
く
か
」。
こ
れ
が
課
題
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
業
界
特
有

の
職
人
気
質
の
殻
を
破
り
、
人
材
の

質
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

外
部
講
師
を
招
い
た
勉
強
会
や
交

流
会
を
開
い
た
り
、
メ
ー
カ
ー
が
美

容
商
品
を
実
地
販
売
す
る
姿
を
見
せ

る
な
ど
、
営
業
力
強
化
の
た
め
の
コ

ー
チ
ン
グ
の
機
会
と
し
、
接
客
や
提

案
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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次
に
、
社
員
が
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
持
ち
な
が
ら
顧
客
サ
ー
ビ
ス

に
あ
た
る
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
を
行

い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
前
向
き
な
社
員
の
動
機

付
け
の
た
め
に
指
名
料
は
社
員
自
ら

が
設
定
し
、
評
価
は
顧
客
の
満
足
次

第
と
の
考
え
を
浸
透
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
給
与
体
系
と
年
齢
、
キ
ャ
リ

ア
と
の
関
係
を
取
り
払
う
一
方
で
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
各
工
程
に
分
け
、

合
計
一
〇
〇
％
の
ポ
イ
ン
ト
制
の
給

与
体
系
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
社
員
自
ら
の
価
値
を

高
め
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
、
手
の

空
い
た
美
容
師
が
お
互
い
に
各
工
程

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
に
繋
が
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
は
、
個
々
の
店

舗
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
管
理
す
る
の

で
は
な
く
、
社
員
一
人
一
人
が
会
社

を
「
自
ら
が
よ
り
長
く
美
容
師
と
し

て
活
躍
す
る
た
め
の
場
」
と
し
て
意

識
し
、
共
有
す
る
組
織
風
土
と
な
っ

て
い
ま
す
。
会
社
へ
の
定
着
率
も
約

九
五
％
に
ま
で
向
上
し
て
い
ま
す
。

同
社
は
、
優
秀
な
人
材
と
企
業
風

土
が
出
来
上
が
っ
た
こ
と
で
、
新
た

な
事
業
展
開
が
可
能
と
な
り
、
今
後

は
美
容
サ
ロ
ン
を
一
事
業
部
門
と
し
、

健
康
を
テ
ー
マ
と
し
た
総
合
企
業
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
下
な
ど
を
主
な
商
圏
と
し

て
発
展
し
て
い
る
電
器
店
Ｍ
。
独
自

に
あ
み
だ
し
た
「
御
用
聞
き
サ
ー
ビ

ス
」
や
「
顧
客
へ
の
礼
状
書
き
」、
毎

週
土
曜
日
の
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
に
よ
り
、
顧
客
と
地
域
社
会

と
の
良
好
な
関
係
を
築
き
上
げ
て
い

ま
す
。

○

顧
客
・
地
域
社
会
の
期
待
に
応

え
る
〝
絆
と
信
頼
の
経
営
〟

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
同
店
の
周
辺
に

は
大
型
家
電
量
販
店
の
進
出
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。
社
長
は
、
価
格
競
争
で

は
勝
ち
目
が
な
く
、
社
員
を
減
ら
す

こ
と
な
く
事
業
を
継
続
す
る
に
は

「
高
売
り
」
し
か
な
い
と
判
断
し
ま
し

た
。高

売
り
は
、
単
に
商
品
を
高
く
売

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
粗
利
益

率
を
い
か
に
高
め
る
か
と
い
う
考
え

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
売
上
主

義
か
ら
粗
利
主
義
へ
の
転
換
で
す
。

粗
利
益
率
を
す
ぐ
に
上
げ
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
一
〇
年
計
画
で
率

を
高
め
る
取
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

ど
う
す
れ
ば
「
高
売
り
」
が
で
き

る
の
か
。
実
践
し
た
の
が
「
顧
客
削

減
」
と
「
御
用
聞
き
サ
ー
ビ
ス
」
で

す
。同

店
は
創
業
以
来
、
御
用
聞
き
回

り
を
し
て
製
品
の
修
理
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
修
理
に
限
ら
ず
、
お
客
が

困
っ
て
い
る
こ
と
、
例
え
ば
お
遣
い

や
戸
締
り
、
洗
濯
物
の
取
込
み
、
留

守
番
な
ど
、
頼
ま
れ
れ
ば
余
程
の
支

障
が
な
い
限
り
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
「
裏
サ
ー
ビ

ス
」
と
し
て
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

「
高
売
り
」
を
実
現
す
る
に
は
、
さ
ら

に
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
、

取
り
組
ん
だ
の
が
「
顧
客
削
減
」
で

す
。お

客
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

あ
る
程
度
顧
客
を
絞
り
込
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
同
店
は
独
自
の
方
法
で

顧
客
を
絞
り
込
み
「
痒
い
と
こ
ろ
に

手
が
届
く
」
か
ら
「
痒
く
な
る
前
に

手
が
届
く
」
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
ま
し

た
。こ

の
結
果
、
地
域
の
顧
客
か
ら
高

い
信
頼
を
得
て
、
他
店
よ
り
値
段
が

高
く
て
も
顧
客
か
ら
支
持
さ
れ
る

「
高
売
り
」（
粗
利
経
営
）
の
目
標
を

計
画
よ
り
二
年
早
く
実
現
し
、
今
で

は
粗
利
益
率
四
〇
％
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
地
域
の
中
で
も
年
寄
り
が

増
え
て
小
さ
な
困
り
事
は
毎
日
の
よ

う
に
あ
り
ま
す
。「
こ
ん
な
こ
と
ま
で

や
っ
て
く
れ
る
の
か
」
と
感
じ
る
よ

う
な
、
顧
客
が
予
想
す
る
以
上
の
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

同
社
社
長
は
、
一
番
大
事
な
仕
事

と
し
て
、
顧
客
へ
の
礼
状
書
き
と

土
・
日
曜
日
は
必
ず
店
舗
で
顧
客
と

接
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
特

に
も
っ
と
も
時
間
を
か
け
て
行
っ
て

い
る
の
が
礼
状
書
き
で
す
。
営
業
社

員
が
日
々
顧
客
と
接
す
る
中
で
絆
を

深
め
る
だ
け
で
な
く
、
同
店
と
顧
客

と
の
間
に
も
う
一
本
の
ベ
ル
ト
を
掛

け
る
こ
と
で
絆
を
さ
ら
に
強
く
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
「
地

域
の
皆
様
に
助
け
ら
れ
て
商
売
を
し

て
い
る
」、
つ
ま
り
「
助
け
合
い
」
と

い
う
顧
客
と
の
信
頼
が
大
切
と
い
う

考
え
か
ら
き
て
い
ま
す
。

大
型
家
電
量
販
店
を
競
争
相
手
と

は
考
え
ず
、
全
く
異
な
る
土
俵
の
存

在
と
捉
え
、
価
格
競
争
で
は
な
く
、

地
域
の
顧
客
と
の
絆
と
信
頼
を
大
切

に
し
た
独
自
の
経
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
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継続する力

Ｘ社は、週に１回、店長及びスーパーバ
イザーを一堂に集めた会議を行っていま
す。

会議は20年以上も続けられており、会議
のトータル数は1,000回以上になっている
はずです。

その成果は、Ｘ社の１店舗当たりの売上
が、他社のライバルのコンビニチェーンに
比べて２割上回っていることに表れていま
す。

それならば、他社も週に１度の会議をす
ればいいかと言えば、そう単純な話ではあ
りません。

もちろん、他社でも最初の３ヵ月、半年、
１年間は続いても、それ以降は、いつしか
１人減り、２人減り…となり、「継続する」
となるとなかなかできるものではありませ
ん。

先程、売上高が２割違うと言いましたが、

流通業に詳しいＫ氏は、Ｘ社と他社では社
員の意識に差があるからだ、と分析します。

以下は、Ｋ氏の意見。
「会議の目的はコミュニケーションをと

ることだが、このコミュニケーションは
“意味”と“意識”の両方で成り立つ。コ
ミュニケーションとして電話やメール等が
あるが、それらは意味を伝えられるが意識
はなかなか伝わらない」

「会えば、意識が伝わりやすい。Ｘ社は
そのことを十分に知っており、経営は理屈
ではない部分があることを熟知している。
だからこそ、時間と費用をかけても全国か
ら店長とスーパーバイザーを毎週、本社に
集めて会議を20年間以上も続けている」

こうした意識の差が、店舗における接客
態度、顧客に合わせた品揃え等の違いにな
って表れているのでしょう。

繁盛している個人商店も、店主、奥さん、
息子さん等全員が商品、サービス等の向上
を継続して行っています。
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今
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震

災
は
、
被
災
地
に
工
場
を
持
つ
Ｔ
社

を
中
心
と
し
た
自
動
車
産
業
に
も
大

き
な
変
化
を
生
じ
さ
せ
ま
し
た
。

震
災
後
の
急
激
な
落
込
み
か
ら
回

復
へ
と
潮
目
が
変
わ
る
中
、
業
界
関

係
者
の
見
方
は
、
量
産
部
品
で
は

「
五
月
が
底
、
七
月
で
ほ
ぼ
回
復
」

「
九
〜
十
二
月
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、

人
員
の
不
足
が
懸
念
」「
急
激
な
増

産
の
た
め
、
派
遣
社
員
も
必
要
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、「
来
年
四
月
以
降
の
見

通
し
は
立
っ
て
い
な
い
」「
円
高
基

調
の
中
で
、
い
つ
ま
で
国
内
生
産
が

維
持
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
」な
ど
、

先
行
き
が
不
透
明
で
対
応
に
苦
慮
す

る
様
子
も
伺
え
ま
す
。

さ
ら
に
「
親
会
社
か
ら
海
外
へ
出

る
か
、
他
分
野
へ
移
行
す
る
か
、
事

業
縮
小
す
る
か
と
い
う
三
択
を
迫
ら

れ
て
い
る
」と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
業
界
は
親
会
社
の
動
向
に

左
右
さ
れ
て
い
き
そ
う
で
す
。

経営相談をするに当って

各地方自治体の窓口には、中小企業経
営者のための相談担当者がいます。

ベテラン担当者Ａ氏は、相談者にまず
「おたくの会社は何をやっているのです
か」と質問します。すると、多くの社長
は「あれもこれもやっています」と答え
るそうです。

これでは「ふーん、そうですか」で終
ってしまい改善策を提案できないそうで
す。つまり、多くの経営者が“自社の強
み”を理解することの大切さが分かって
いないということでしょう。

現在の厳しい状況下で会社が存在して
いること自体、大変なことです。外から
見るとこんなに強みがあるのに、「自社の
強み」に気付いていないだけなのです。

相談する場合、「自社の強み」を把握し
た上で、取引先、金融機関、経営コンサ
ルタント等に対し、自社の強みを生かす
にはどうすればよいだろうか、と話して
いく必要があるのではないでしょうか。
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